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県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
令
和
５
年

３
月
23
日
㈭
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
）
に
て
、﹃
令

和
４
年
度
臨
時
総
会
﹄
を
開
催
し
、
出
席

者
34
名
（
う
ち
委
任
状
３
名
）
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

平
田
圭
司
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
、

３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
が
５
月
の
Ｇ
Ｗ
明

け
か
ら
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
の
扱
い
に
変
わ
る
な
ど
、
収
束
が
見

え
て
き
て
い
る
こ
と
に
触
れ
る
一
方
で
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
済
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
原
材
料
、
電
気
料
金
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
収
益
性
の
悪
化
を
招
い
て

お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
は
、
３
年
前
に
策
定
し
た

「
広
島
県
商
工
会
連
合
会
プ
ラ
ン
２
０
２
０
」

に
基
づ
き
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し

な
が
ら
進
捗
を
検
証
し
、
管
理
運
営
し
て

い
る
が
、
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
事
業

と
し
て
、
引
き
続
き
、
経
営
発
達
支
援
事

業
、
及
び
、
事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業

に
取
組
み
、
小
規
模
事
業
者
の
売
上
・
利

益
の
確
保
、
災
害
等
の
事
業
継
続
リ
ス
ク

へ
の
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
を
、
商
工
会

組
織
の
共
通
の
方
針
と
し
て
揚
げ
る
旨
を

示
し
ま
し
た
。

ま
た
、新
た
な
時
代
を
勝
ち
抜
く
為
に
、

令
和
５
年
度
を
「
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
元

年
と
し
て
位
置
づ
け
、
県
連
に
Ｄ
Ｘ
推
進

課
を
設
置
し
、
商
工
会
組
織
全
体
で
Ｄ
Ｘ

推
進
が
図
れ
る
よ
う
体
制
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
、
更
に
は
、
昨
年
９
月
７
日
に
23

年
振
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
」に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
売
上
に
戻

す
こ
と
を
目
指
し
、
新
た

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
創
出
を

図
る
こ
と
で
、
引
き
続
き

事
業
者
の
販
路
開
拓
を
強

力
に
支
援
す
る
旨
を
述
べ

ま
し
た
。

最
後
に
、「
地
域
の
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
発
展
、
及
び
、
持
続

可
能
な
地
域
経
済
の
活
性

化
へ
の
貢
献

を
目
指
し
、

国
・
県
な
ど

行
政
機
関
に

対
し
て
、

ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た

要
望
活
動
に

重
点
を
置

き
、
活
動
す

る
」
こ
と
に

つ
い
て
強
い

思
い
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
崎
上
島
町
商
工
会
の
小
川

裕
壮
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進

行
さ
れ
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

６
号
議
案
の
全
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案

令
和
５
年
度
県
連
合
会
会

費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法

（
案
）
承
認
の
件

第
４
号
議
案

令
和
５
年
度
電
子
計
算
機

処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴

収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
５
号
議
案

令
和
５
年
度
借
入
金
最
高

限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承
認
の
件

第
６
号
議
案

広
島
県
商
工
会
連
合
会
役

員
選
任
規
約
の
改
正
（
案
）
承
認
の
件

臨時総会で挨拶をする平田会長

DX チャレンジロゴ

臨
時
総
会
開
催

臨
時
総
会
開
催

県
連

令
和
４
年
度
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令
和
４
年
３
月
３
日
㈮
、
広
島
県
商
工

会
青
年
部
連
合
会
が
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
、「
令
和
４
年
度
広
島

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総
会
」
及

び
「
令
和
４
年
度
第
４
回
商
工
会
青
年
部

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
は
４
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１
部
で
は

Ｇ
Ｏ
＆
Ｄ
Ｏ
篠
原
税
理
士
法
人
税
理
士

石
森

仁
美
氏
を
講
師
に
、「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
を
別

会
場
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
に
て
行
い
ま
し

た
。令

和
５
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
」
は
多
く
の
事
業
者
が

知
っ
て
お
く
べ
き
制
度
で
す
。
青
年
部
員

も
本
制
度
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
急
務

で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
な
知
識
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
分
た
ち
の
事
業
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
か
と
熱
心
に
講
演
を
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
２
部
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型

補
助
金
を
活
用
し
た
安
芸
津
町
商
工
会
青

年
部
が
「
災
害
に
負
け
な
い
安
芸
津
へ
！

事
業
継
続
の
た
め
の
減
災
・
防
災
対
策
事

業
」
と
題
し
て
発
表
し
、
本
年
度
実
施
し

た
視
察
研
修
や
13
社
が
連
携
し
た
事
業
継

続
力
強
化
計
画
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
３
部
は
地
域
再
生
型
提
案
公
募
事
業

に
取
り
組
ん
だ
五
日
市
商
工
会
青
年
部
、

黒
瀬
商
工
会
青
年
部
が
事
例
を
発
表
し
ま

し
た
。
五
日
市
商
工
会
青
年
部
は
「
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

確
立
」
に
つ
い
て
、
黒
瀬
商
工
会
青
年
部

は
「
く
ろ
せ
地
域
物
産
店
事
業
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
課
題
と
そ
れ

を
解
決
し
て
い
く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
成

果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
４
部
の
県
青
連
か
ら
の
報
告
事
項
で

は
、
総
務
委
員
会
、
振
興
委
員
会
、
資
質

向
上
委
員
会
、
交
流
委
員
会
、
広
報
委
員

会
が
今
年
度
の
活
動
や
次
年
度
に
向
け
た

取
り
組
み
方
針
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

た
後
、
来
年
度
開
催
さ
れ
る
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
広
島
大
会
に
つ
い
て
、

県
内
商
工
会
青
年
部
員
の
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
「
令
和
４
年
度

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
臨
時
総

会
」
で
は
出
席
者
29
名
、
委
任
状
５
名
出

席
の
も
と
、
上
田
会
長
の
指
名
に
よ
り
、

大
野
町
商
工
会
青
年
部
の
銭
谷
部
長
を
議

長
に
選
出
し
、
令
和
４
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）、
令
和
５
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案

令
和
５
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

第
４
号
議
案

令
和
５
年
度
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
の
負
担
金
賦
課
基
準

（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の

件

臨時総会で挨拶をする上田会長 研修会講師の石森　仁美 氏（WEB 配信）

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
４
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会

開
催

県
青
連

令
和
４
年
度
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☎（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

☎（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

☎（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

☎（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

☎（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

☎（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七
七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

令
和
５
年
３
月
８
日
㈬
、
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
て
「
令
和
４
年
度

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
臨
時
総

会
」
及
び
「
第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
の
開
催
前
に
令
和
４
年
度
の

表
彰
伝
達
と
し
て
、
中
小
企
業
庁
長
官
表

彰
「
女
性
部
功
労
者
」
の
表
彰
の
栄
に
浴

さ
れ
た
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の

松
井
会
長
を
始
め
、
全
国
商
工
会
連
合
会

長
表
彰
及
び
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
長
表
彰
の
表
彰
状
・
感
謝
状
の
授
与
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
出
席
者
30
名
、
委
任
状

４
名
、
計
34
名
出
席
の
も
と
、
三
原
臨
空

商
工
会
女
性
部
の
上
室
部
長
を
議
長
に
選

出
し
、
３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

提
出
議
案
は
以
下
の
通
り

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
収
支
補
正
予

算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
書

（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案

令
和
５
年
度
会
費
賦
課
基

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認

の
件

第
２
号
議
案
の
説
明
で
は
、
令
和
５
年

度
は
県
女
性
連
事
業
の
基
本
に
立
ち
返

り
、
各
種
研
修
事
業
の
開
催
や
地
域
再
生

型
提
案
公
募
事
業
の
推
進
、
各
地
域
で
の

資
質
向
上
研
修
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
新
規
事
業
と

し
て
レ
ク
チ
ャ
ー
事
業
を
創
設
す
る
旨
を

説
明
し
ま
し
た
。
本
事
業
に
よ
り
各
女
性

部
活
動
の
活
性
化
だ
け
で
は
な
く
、
女
性

部
員
同
士
の
交
流
を
促
進
や
、
部
員
の
資

質
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。慎

重
審
議
の
結
果
、
３
つ
の
議
案
は
出

席
者
全
員
の
承
認
を
得
て
、
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
研
修
会
第
一
部
で

は
、
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
ん
だ
３
商

工
会
女
性
部
が
事
例
を
発
表
。「
黒
瀬
商

工
会
女
性
部
フ
ェ
ア
」
に
取
り
組
ん
だ
黒

瀬
商
工
会
女
性
部
は
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
地
元
で
の
フ
ェ
ア
の
開
催
を
決
め
、

同
じ
く
提
案
公
募
事
業
に
取
り
組
ん
だ
黒

瀬
商
工
会
青
年
部
と
コ
ラ
ボ
し
た
広
告
な

ど
で
集
客
力
を
高
め
た
事
例
を
紹
介
し
ま

し
た
。
続
い
て
「
か
が
や
く
女
性
の
笑
顔

と
元
気
あ
ふ
れ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
ん
だ
安
芸
津
町
商
工
会

女
性
部
は
、「
つ
る
し
雛
」
の
事
業
を
中

心
と
し
て
付
加
価
値
を
高
め
た
地
域
活
性

化
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
さ
せ
た
事
例
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
上
下
野
草
そ
る
と

販
路
開
拓
事
業
～
埋
も
れ
た
資
源
を
輝
く

商
品
へ
～
」
に
取
り
組
ん
だ
上
下
町
商
工

会
女
性
部
で
は
、
女
性
部
が
開
発
し
た

「
上
下
野
草
そ
る
と
」
の
更
な
る
発
展
を

目
指
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
贈
答
品

等
の
開
発
に
取
り
組
ま
れ
た
様
子
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
梶
浦
梶
子
氏
が
講
師
と

し
て
登
場
。「
経
営
者
と
し
て
知
っ
て
お

く
べ
き
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
で
あ
る
自
身
の
視
点

か
ら
見
た
現
状
や
問
題
点
な
ど
、
実
体
験

を
踏
ま
え
な
が
ら
講
演
。
参
加
者
か
ら
は

「
と
て
も
話
が
面
白
く
参
考
に
な
る
こ
と

が
多
く
あ
っ
た
」
な
ど
の
好
評
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

臨時総会で挨拶をする松井会長研修会講師の梶浦梶子 氏

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

臨
時
総
会
及
び

第
２
回
商
工
会
女
性
部
研
修
会

開
催

県
女
性
連

令
和
４
年
度
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県
内
各
地
の
事
業
者

の
販
路
開
拓
を
支
援
し

て
い
る
広
島
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」で
は
、

今
年
５
月
19
～
21
日
に

開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、
気

運
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、﹃
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
応
援
フ
ェ
ア
﹄

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
、

フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ

カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ

ツ
・
イ
タ
リ
ア
・
カ
ナ

ダ
・
日
本
の
首
脳
が
参

加
し
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
会
議
で
、
今
年
は
日

本
が
議
長
国
と
な
り
広

島
市
で
開
催
さ
れ
、
国

内
外
問
わ
ず
多
く
の
関

係
者
の
来
広
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、

年
明
け
の
１
月
５
日
か

ら
10
日
ま
で
、
エ
コ

バ
ッ
グ
や
マ
ウ
ス
パ
ッ

ド
な
ど
の
、
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
応
援
グ
ッ
ズ

の
販
売
に
加
え
、
イ
ベ

ン
ト
特
設
コ
ー
ナ
ー
で

「
広
島
サ
ミ
ッ
ト
県
民

会
議
」
の
広
島
県
産
品
推
薦
リ
ス
ト
を
中

心
に
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
が
選
定

し
た
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
に
ち
な
ん
だ
商
品

お
よ
そ
20
ア
イ
テ
ム
の
展
示
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
全
員
Ｇ
７
広

島
サ
ミ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
カ
ム
は
っ
ぴ
を
着
て

お
客
様
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト

特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
文
化
で
知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
に
ち

な
ん
だ
広
島
県
産
の
「
上
下
の
香
茶
（
紅

茶
）」
や
、
ビ
ー
ル
で
有
名
な
ド
イ
ツ
に

ち
な
み
、
仕
込
み
に
廿
日
市
市
宮
島
の
天

然
水
を
使
っ
た
「
宮
島
ビ
ー
ル
」、
ア
メ

リ
カ
の
肉
料
理
に
あ
う
広
島
各
地
の
調
味

料
と
し
て
「
レ
モ
ス
コ
」な
ど
の
展
示
し
、

開
催
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　ひろしま夢ぷらざでは、今年度から「ひ
ろしま夢ぷらざ新商品開発支援事業」の
一環で、ひろしま夢ぷらざと、県内事業
者が一緒になって商品の企画・試作や売
場づくりに商品の設置までを支援する取り
組みを始めています。今年度は、全部で
５事業者の支援を行い、約10アイテムが
２月17日より、本格的に販売を始めました。
　今回は、この取り組みから新しく誕生し
た、株式会社蒲刈物産の瀬戸内塩じぇらー
とを紹介します。この商品は瀬戸内海の

　ひろしま夢ぷらざでは、今年度から「ひ
ろしま夢ぷらざ新商品開発支援事業」の
一環で、ひろしま夢ぷらざと、県内事業
者が一緒になって商品の企画・試作や売
場づくりに商品の設置までを支援する取り
組みを始めています。今年度は、全部で
５事業者の支援を行い、約10アイテムが
２月17日より、本格的に販売を始めました。
　今回は、この取り組みから新しく誕生し
た、株式会社蒲刈物産の瀬戸内塩じぇらー
とを紹介します。この商品は瀬戸内海の

海水を原料に、呉市蒲刈町で昔ながらの
製法で作られる「海人の藻塩」と、国産
レモン発祥の地である広島県内有数の生
産量を誇る「瀬戸田レモン」（尾道市瀬戸
田町）を使い、尾道市瀬戸田町生口島生
まれのジェラート専門店「ドルチェ」が試
作を重ね、商品が完成しました。「海人の
藻塩レモン」「海人の藻塩レモンミルク」
（各380円（税込））は、お客様から「藻
塩の味が、爽やかで美味しい」と評価も
上々です。

瀬戸内塩じぇらーと　販売価格：380円（税込）

瀬戸内塩じ
ぇらーと

製造者：株式会社蒲刈物産夢ぷらざ 推しの逸品！

ひろしま夢ぷらざ　G7広島サミット効果に手ごたえひろしま夢ぷらざ　G7広島サミット効果に手ごたえひろしま夢ぷらざ　G7広島サミット効果に手ごたえ
『G7広島サミット応援フェア』を開催 ！

G7広島サミット応援グッズ

今
回
の
取
組
み
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め

マ
ス
コ
ミ
各
社
（
新
聞
３
社
、
テ
レ
ビ
局

４
社
）か
ら
取
材
を
受
け
広
く
発
信
さ
れ
、

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
機
運
の
盛
り

上
げ
の
一
翼
を
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

が
担
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
出

展
事
業
者
か
ら
、
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た

と
い
う
声
が
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
で
は
、

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
積
極
的
に

協
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、
出
展
事
業
者

の
皆
様
に
「
サ
ミ
ッ
ト
効
果
」
を
実
感
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
サ
ミ
ッ
ト
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
に
知
恵
を
し
ぼ
り
な
が
ら
、
企
画

運
営
し
て
い
く
予
定
で
す
。

サミット参加国にちなんだ商品
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尾
道
市
御
調
町
に
あ
る
株
式
会
社
赤
坂

ボ
ー
リ
ン
グ
は
、
さ
く
井
業
を
中
心
と
し

た
設
備
工
事
、
化
学
薬
品
の
製
造
販
売
な

ど
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
す
。
２
０
２
２

年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
全
国
中
小
企
業

ク
ラ
ウ
ド
実
践
大
賞

近
畿
・
中
国
・
四

国
大
会
」
で
、
ア
ナ
ロ
グ
だ
っ
た
基
本
イ

ン
フ
ラ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
に
成
功
し
た
取
り

組
み
を
発
表
し
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

同
社
が
主
力
事
業
と
し
て
い
る
さ
く
井

工
事
は
、
浄
水
場
の
復
旧
に
よ
り
需
要
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
西
日
本
豪

雨
災
害
を
機
に
、
断
水
に
備
え
る
た
め

の
需
要
が
急
増
。
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
だ

け
で
な
く
、
古
井
戸
の
再
生
事
業
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
創
業
か
ら
約
40
年
間
、
約

２
、５
０
０
件
の
工
事
実
績
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
工
事
内
容
な
ど
の
報
告

書
は
紙
媒
体
の
み
で
管
理
し
て
き
ま
し

た
。２

代
目
と
な
る
代
表
取
締
役
の
赤
坂
雅

士
氏
は
、
需
要
の
増
加
に
伴
い
「
管
理
が

難
し
い
」
「
社
員
同
士
の
情
報
共
有
が
難

し
い
」
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
紙

媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行
す
る
こ

と
を
決
意
。
デ
ジ
タ
ル
に
強
い
知
人
の
専

門
家
に
相
談
し
な
が
ら
、「G

oogle 
W

orkspace
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
２
、０
０
０
件
以
上
の
工
事
デ
ー
タ
ー

を
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
む
こ
と

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
に
よ
り
、
誰
で
も

す
ぐ
に
現
場
の
状
況
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
社
内
の
連
絡
網
を

チ
ャ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
統
一
。

電
話
、
メ
モ
、
口
頭
が
中
心

で
、
社
内
全
体
で
把
握
で
き

て
い
な
か
っ
た
現
場
の
動
き

を
、
誰
で
も
把
握
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
を
フ
ル
活

用
し
、
過
去
の
や
り
取
り
や

依
頼
の
進
捗
状
況
な
ど
も
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
対
応
品
質
、
ス
ピ
ー
ド
が
劇
的
に

向
上
。「
言
っ
た
、
言
わ
な
い
な
ど
の
人

的
な
ミ
ス
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し

た
」
と
赤
坂
氏
は
話
し
ま
す
。

導
入
し
て
４
年
が
経
ち
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
こ
と
で
仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
が
格

段
に
上
が
っ
た
反
面
、
社
員
全
員
が
同
じ

速
度
で
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
で
き
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
内
で
研
修
を
重

ね
る
な
ど
し
て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
社
員

全
員
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
動
き
始
め

て
い
ま
す
。
赤
坂
氏
は
「
ま
だ
ま
だ
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
専
門
家
や
社
員
と
話
し

合
い
な
が
ら
改
善
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
今
後
も
意
欲
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
一
方
で
、「
デ
ジ
タ
ル
化

で
き
な
い
個
人
の
頭
に
あ
る
デ
ー
タ
を
ど

う
残
し
て
伝
え
て
い
く
か
。
デ
ジ
タ
ル
で

難
し
い
部
分
は
ア
ナ
ロ
グ
も
活
用
し
て
い

く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
社

員
同
士
が
対
面
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」

と
続
け
ま
し
た
。

同
社
は
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
の
勧
め

で
今
大
会
に
出
場
。
現
在
は
同
商
工
会
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
自
社
製
造
し

た
業
務
用
洗
剤
な
ど
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
販

路
開
拓
や
専
門
家
派
遣
な
ど
で
引
き
続
き

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

○
株
式
会
社
赤
坂
ボ
ー
リ
ン
グ

住
所
／
尾
道
市
御
調
町
丸
門
田
１
４
６
７
︱
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
８
４
８
︱

７
６
︱

２
２
３
８

DX（デジタルトランスフォーメーション）推進支援体制強化に向けて 県連合会
　令和５年度、県連では、「ＤＸで新たな時代の“当たり前”を」実
現していくため、「DXチャレンジ元年」として、商工会組織全体で
取り組むことを宣言し、会員事業者等のDX推進支援を強化して
いきます。
　DXは他人事、必要性の認識はあるものの取り組みについては
様子見が多数を占めているなか、事業者の持続的発展のために
は、DXによる生産性向上が不可欠となります。
　また、事業者のDXを支援する職員が、DXを経営支援スキルの
１つと捉え、そのためのスキルアップを図り、推進支援体制を強化し
ていきます。
　さらに、商工会組織においてもＤＸ対応は不可欠であり、デジタ

ル人材の育成をはじめ、マンパワー不足の一助となりうる業務の効
率化、更にはデジタル化に捉われることなく文化・風土に対する意
識改革など抜本的な改善も図ります。
　商工会が率先してDXに取り組むこと示すことで、事業者のDX
を促していきます。
　事業の実施に当たっては、県連にDX推進課を設置し、ITコー
ディネーター３名の協力のもと、推進支援体制を整備します。
　DXで今までの“当たり前”や“壁”を取り払い、新たな“当たり前”
を作り出す。
　県連では、事業者、商工会がDXを他人事ではなく自分事として
捉え、日常的にDXに取り組むマインドと環境を作り出していきます。

令和5年度

「
全
国
中
小
企
業
ク
ラ
ウ
ド
実
践
大
賞

          

近
畿
・
中
国
・
四
国
大
会
」

                 
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

（
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
）

ア
ナ
ロ
グ
だ
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
ク
ラ
ウ
ド

化
に
成
功
。
対
応
品
質
、
ス
ピ
ー
ド

感
が
劇
的
に
向
上

審査員特別賞受賞の赤坂雅士 氏
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広
島
県
で
は
、
人
的
資
本
経
営
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
働
き
が
い
の
あ
る
組
織
づ
く

り
を
目
的
に
、「
働
き
方
改
革
先
進
企
業
経

営
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」

を
10
月
か
ら
全
３
回
で
開
催
し
ま
し
た
。

近
年
注
目
が
集
ま
る
「
働
き
が
い
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
働
き
方
改
革
先
進
企
業

の
経
営
者
が
、
共
に
学
び
、
情
報
を
シ
ェ

ア
し
、
高
め
合
う
こ
と
で
、
自
社
の
経
営

戦
略
・
組
織
づ
く
り
に
繋
げ
る
参
加
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

参
加
者
を
県
内
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
役
と

し
て
位
置
づ
け
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
得

ら
れ
た
思
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
終
回
で

あ
る
第
３
回
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

《
県
内
の
先
進
企
業
は

　
　
　
　
　始
め
て
い
ま
す
！

働
き
が
い
の
あ
る
組
織
づ
く
り
》

《
県
内
の
先
進
企
業
は

　
　
　
　
　始
め
て
い
ま
す
！

　働
き
が
い
の
あ
る
組
織
づ
く
り
》

《
県
内
の
先
進
企
業
は

　
　
　
　
　始
め
て
い
ま
す
！

働
き
が
い
の
あ
る
組
織
づ
く
り
》

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

【
第
３
回
（
最
終
回
）・
1
月
13
日
開
催
】

《
特
別
講
演
》

「『
働
き
が
い
』
を
生
む

　
　
　
　
　
　
　
　

働
き
方
改
革
と
は
」

企
業
向
け
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
展
開

す
る
サ
イ
ボ
ウ
ズ
の
代
表
取
締
役
社
長

青
野
慶
久
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
社
は
、「
ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
」
等

の
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販
売
・
運
用
に
よ

り
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
事
業
で
の
業
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。
企
業
の
制
度
・
風
土
改

革
に
取
り
組
み
、
従
業
員
の
離
職
率
を
大

幅
に
改
善
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
企
業

に
伝
え
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
お
り
、
先
進
的
な
働
き
方
を
行

う
企
業
と
し
て
大
変
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
企
業
成
長
の
鍵
は
、
従
業

員
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
活
か
す
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に
あ
り
ま
し
た
。

「
多
様
な
個
性
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
を
一

律
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
こ
と
に
問

題
が
あ
る
」
と
し
、多
様
な
「
人
事
制
度
」

に
加
え
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
」
の
活
用
や

「
風
土
づ
く
り
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
風
土
づ
く
り
」
の
ポ
イ
ン
ト
の
中
で

も
特
に
重
要
な
の
が
「
理
想
へ
の
共
感
」

で
あ
る
と
し
、「
企
業
理
念
と
は
、
決
し

て
石
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
で
は
な
く
、

も
っ
と
こ
ん
な
会
社
や
社
会
に
し
た
い
と

い
う
、
働
く
人
の
心
の
中
に
あ
る
想
い
こ

そ
が
理
念
で
あ
り
、
働
き
が
い
の
源
泉
で

あ
る
」こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
年
に
渡
る
試
行
錯
誤
に
よ
り
裏
付
け

さ
れ
た
、
組
織
改
革
の
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
多

く
の
学
び
を
得
る
と
と
も
に
、
組
織
変
革

に
必
要
な
経
営
者
の
覚
悟
に
触
れ
る
内
容

が
、
参
加
者
か
ら
反
響
を
得
る
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

人
材
を
資
本
と
し
て
捉
え
、
そ
の
価
値

を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
で
、
中
長
期

的
な
企
業
価
値
向
上
に
つ
な
げ
る
「
人
的

資
本
経
営
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
特
別
講
演

ゲ
ス
ト
の
青
野
氏
、
県
立
広
島
大
学
大
学

院
の
木
谷
教
授
、
湯
﨑
知
事
の
３
者
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「

経
営
者
が
風
土
を
変
え
る
覚
悟
を
も

つ
こ
と
」
や
「
最
終
学
歴
で
は
な
く
最
新

学
習
歴
を
重
視
し
た
学
べ
る
環
境
の
整

備
」な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
営
者
の
心
掛
け
や
実
践
に
よ

り
、
従
業
員
の
組
織
に
対
す
る
信
頼
が
強

固
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
従
業
員
の
力
を

最
大
限
に
引
き
出
せ
る
組
織
や
企
業
風
土

が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

全
３
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
集
大
成
と
し

て
、
参
加
者
企
業
経
営
者
ら
30
名
に
「
働

き
が
い
向
上
宣
言
」
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
働
く
意
義
」
や
「
職
場
の

環
境
づ
く
り
」
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
が

多
く
あ
り
、
今
後
の
行
動
指
針
に
触
れ
ら

れ
る
参
加
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

各
社
の
宣
言
の
内
容
や
そ
れ
に
込
め
た
想

い
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

働
き
方
改
革
先
進
企
業
は
、
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
づ
く
り
に
踏
み
出
し
ま
し

た
。
今
後
も
先
進
企
業
の
取
組
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

特別講演ゲスト
サイボウズ株式会社

代表取締役社長 青野 慶久 氏

風
土
づ
く
り

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
理
想
へ
の
共
感

②
多
様
な
個
性
を
重
視

③
公
明
正
大

④
自
律
と
議
論

【
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

「
人
的
資
本
経
営
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　

働
き
が
い
の
あ
る
組
織
づ
く
り
」

【
参
加
者
に
よ
る

　
　
　
　
「
働
き
が
い
向
上
宣
言
」
発
表
】

【
本
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
】
広
島
県

働
き
方
改
革
推
進
・
働
く
女
性
応
援
課

℡
：
０
８
２（
５
１
３
）３
３
４
０

広島県
湯﨑知事

サイボウス㈱
青野　慶久 氏

県立広島大学大学院 
木谷　宏 氏

《参加企業一覧》
㈱石﨑ホールディングス／㈲エイジ／大津建設㈱／医療法人社団明和会大野浦病院／楠
原壜罐詰工業㈱／呉信用金庫／㈱ C&E コーポレーション／社会保険労務士法人ジャス
ティス／㈱スグル食品／ゼネラルスチール㈱／鮮コーポレーション㈱／中国シンワ㈱／
テンパール工業㈱／㈱八紘／㈱バルコム／㈱ビーテック／広島イーグル㈱／一般財団法
人広島県環境保健協会／㈱広島県リースタオル／広島電鉄㈱／㈱フレスタ／ペアコム㈱ 
／本瓦造船㈱／マイライフ㈱／㈱マエダハウジング／㈱水みらい広島／宗盛電気サービ
ス㈱／㈱山豊／社会保険労務士法人吉田労務管理センター／㈱ワイテック

＼働きがい向上宣言を一部ご紹介します／

全社員の力を結集して世の中に役
立ついい会社をつくります！

株式会社山豊（沼田町商工会）

夢がどんどん叶う会社にします
ペアコム株式会社（福山北商工会）

充実した毎日、個性発揮、活躍でき
る職場
中国シンワ株式会社（五日市商工会）

常識を打破し、働きがいのある会社に！
広島イーグル株式会社（北広島町商工会）

３K職場から 面白い職場づくりへ
面白い職場から 感動を生む職場づくりへ
大津建設株式会社（三次広域商工会）

※一部抜粋しています。
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主
に
食
品
製
造
加
工
・
小
売
業
を
営
む

小
規
模
事
業
者
等
を
対
象
に
「
自
社
商
品
の

魅
力
発
信
」
「
食
品
表
示
」
の
２
つ
を
テ
ー

マ
と
し
て
２
月
７
日
㈫
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク

広
島
に
て
本
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
合
同
会
社

代
表
の
石
原
多
恵
氏
を
講
師
と
し
て
大
企
業

に
負
け
な
い
た
め
の
商
品
価
値
の
提
供
方
法

お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る
口
コ
ミ
促
進

方
法
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
場
の
理

解
、
調
査
か
ら
商
品
の
開
発
ま
で
、
正
確
な

順
序
で
実
施
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
商
品
販

売
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
後
の

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
方

法
等
、
具
体
的
な
参
考
事
例
を
交
え
な
が
ら

説
明
い
た
だ
き
、
商
品
販
売
に
役
立
つ
情
報

が
詰
ま
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
カ
ン
・
コ
ツ
・
ツ
ボ
代

表
の
高
原
英
幸
氏
を
講
師
と
し
て
、
令
和
元

年
度
か
ら
義
務
化
さ
れ
た
食
品
表
示
制
度
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
加

工
食
品
の
原
料
原
産
地
表
示
制
度
と
し
て
表

示
が
必
須
と
な
る
商
品
販
売
で
の
注
意
点
に

つ
い
て
実
際
に
あ
っ
た
間
違
い
や
す
い
事
例

を
用
い
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
広
島
サ
ミ
ッ
ト
県
民
会
議
事
務

局
よ
り
令
和
５
年
５
月
19
日
～
21
日
に
開
催

さ
れ
る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要
、
取
組

事
例
の
紹
介
、
見
込
ま
れ
る
経
済
効
果
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ

ら
ざ
所
長
よ
り
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
運
営
状
況
や
、
商
品
開
発

等
販
路
開
拓
に
向
け
た
今
後
の
事
業
展
開
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
事
業
者
に
向
け
た
そ
の
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
全
体
の
８
割
以
上
の
参
加
者
が

講
習
会
内
容
に
満
足
し
て
い
る
と
い
う
結
果

と
な
り
、
今
後
希
望
す
る
講
習
会
テ
ー
マ
と

し
て
は
、
商
品
開
発
に
向
け
て
の
よ
り
具
体

的
な
方
法
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
運
営
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
方
法
な
ど
販
路
開
拓
に
向

け
た
様
々
な
内
容
を
求
め
る
声
が
挙
が
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
、
来
年
度
の
講
習
会
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
県
連
、
夢
ぷ
ら
ざ
で

の
商
品
開
発
等
販
路
開
拓
支
援
を
実
施
し
、

商
工
会
の
伴
走
支
援
と
連
携
し
な
が
ら
、
小

規
模
事
業
者
の
経
営
力
向
上
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
東
部
支
所
で
は
、

１
月
27
日
㈮
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
「
令
和
４
年
度
広

域
講
習
会
（
福
山
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
講
習
会
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等

の
多
様
化
し
て
い
る
経
営
課
題
解
決
に
向
け

て
、
能
力
向
上
や
意
識
改
革
等
の
経
営
改
善

に
資
す
る
内
容
に
よ
り
、
企
業
の
持
続
的
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
る
講
習
会
で
す
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
遷
し
、
顧
客

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
中
、
今
後
の
事

業
経
営
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
も
最

大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
具
体
的
に
理
解
を
得

ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
す
る
た
め
、
地
域
事
業

者
に
よ
る
講
演
と
専
門
家
に
よ
る
講
演
の
２

部
構
成
と
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
、「
情
報
伝
達
産
業
」
と
し
て
、

府
中
市
で
看
板
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
開
発
・
制
作
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
タ
テ
イ
シ
広
美
社
代

表
取
締
役
社
長
の
立
石
良
典
氏
を
講
師
に
迎

え
、～
変
ず
れ
ば
通
ず
～
を
テ
ー
マ
に
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
変
化
を
恐
れ
ず
新
た
な

道
を
開
く
」
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

広
域
講
習
会（
広
島
会
場
）

                       

の
開
催

令
和
４
年
度

広
域
講
習
会（
福
山
会
場
）

                       

の
開
催

令
和
４
年
度
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し
た
。
立
石
氏
は
、
全
国
規
模
に
商
圏
を
拡

大
し
て
売
上
を
向
上
さ
せ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
変
化
を
恐
れ
ず
邁
進
す
る
姿

勢
は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
中
小
・
小
規

模
事
業
者
へ
大
い
に
参
考
と
な
る
取
組
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
備
後
・
尾
三
地
域
を
中
心

に
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
、
ま
た
創
業
支

援
実
績
が
豊
富
で
あ
り
広
島
県
内
外
の
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
手
掛
け
る
等
、
小
規
模

事
業
者
へ
の
豊
富
な
支
援
案
を
提
供
で
き

る
、ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
り
、

セ
イ
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
代
表
の
渡
辺
幸
三
氏
を

講
師
に
迎
え
～
地
域
を
知
り
地
域
と
コ
ラ
ボ

す
れ
ば
う
ま
く
い
く
成
功
の
カ
ギ
～
を
テ
ー

マ
に
「
福
山
で
19
年
、
産
業
支
援
し
て
わ

か
っ
た
こ
と
」
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
渡
辺
氏
は
、
様
々
な
支
援
策
を
利
用

し
て
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
事
業

を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
相
手
の
た
め
に
動

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
意
見
と
し
て
、

「
地
域
事
業
者
の
経
験
談
が
聞
け
て
参
考
に

な
っ
た
」
「
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

受
講
者
に
と
っ
て
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

第１部講師の立石良典 氏第２部講師の渡辺幸三 氏
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シルバーに任せんさい！！

お仕事のご依頼は任せて安心
シルバー人材センターへ

人手が足らない、ちょっとした事を頼みたい！
臨時・短期はもちろんお任せ下さい。
広島県内に 13，505人の会員がいます。（R4.2月末現在）

お仕事のご依頼は任せて安心
シルバー人材センターへ

人手が足らない、ちょっとした事を頼みたい！
臨時・短期はもちろんお任せ下さい。
広島県内に

公益社団法人 広島県シルバー人材センター連合会

TEL082-502-0468
広島県シルバー連合会 検索

FAX 082-502-0478
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